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誇
大
妄
想
狂

　
幕
末
の
志
士
は
佳
し
。
爾
来
ニ
キ
ビ
面
の
低
脳
児
、
袖
を
ま
く
り
て
天
下
国
家
を
論
ず
る
の
風
、
一
時
、
奇

観
を
呈
せ
り
。
釈
迦
、
基
督
は
よ
し
、
ダ
ン
ト
ン
、
レ
エ
ニ
ン
は
佳
し
。
今
日
、
猫
も
杓
子
も
、
社
会
、
人
類

を
憂
へ
て
、
騒
然
、
喧
然
。

　
東
洋
人
、
由
来
、
悲
憤
慷
慨
の
気
に
富
む
。

　
　
　
俺
は
、
ど
う
し
て
か
う
意
気
地
が
な
い
の
か
。

　
　
　
き
や
つ
は
、
実
に
怪
し
か
ら
ん
。

　
　
　
貴
様
は
何
と
い
ふ
恥
知
ら
ず
だ
。

　
佳
し
、
佳
し
。

　
希
く
は
、
「
死
す
と
も
」
そ
れ
以
上
を
言
ふ
勿
れ
。

　
　
　
　
　
沈
黙

　
沈
黙
は
金
…
…
云
々
と
い
ふ
格
言
を
、
文
芸
の
道
に
通
用
せ
ん
と
す
る
人
あ
り
。

　
筆
を
折
る
に
若
か
ず
。
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最
も
巧
み
に
選
ば
れ
た
る
言
葉
、
こ
れ
が
文
芸
作
品
の
全
部
な
り
。
言
葉
と
言
葉
と
の
間
に
、
若
し
、
何
か

在
り
と
す
れ
ば
、
そ
は
、
何
も
の
に
も
非
ず
、
た
ゞ
、
言
葉
の
イ
メ
エ
ヂ
が
も
つ
広
さ
の
み
。

　
こ
れ
を
沈
黙
と
名
づ
く
る
は
、
言
葉
の
命
に
無
関
心
な
る
証
拠
。

　
言
葉
の
イ
メ
エ
ヂ
が
も
つ
広
さ
、
こ
れ
は
文
芸
の
本
質
的
価
値
を
左
右
す
る
も
の
。

　
含
蓄
、
余
韻
、
暗
示
的
効
果
な
ど
の
語
、
概
ね
、
こ
れ
を
指
す
。

　
沈
黙
は
金
と
断
ず
る
論
者
、
意
、
果
し
て
其
処
に
在
り
や
。

　
　
　
　
　
作
者
と
作
中
の
人
物

　
一
つ
の
作
品
を
論
ず
る
場
合
に
、
必
ず
、
そ
の
中
の
人
物
に
作
者
を
結
び
つ
け
て
、
そ
の
人
格
を
云
々
せ
ざ

れ
ば
承
知
せ
ざ
る
批
評
家
あ
り
。

　
作
品
は
巧
み
に
書
か
れ
あ
る
も
、
主
人
公
の
人
物
が
気
に
食
は
ず
、
故
に
、
此
の
作
品
は
面
白
く
な
し
と
云

ふ
な
り
。

　
主
人
公
の
人
物
が
気
に
喰
は
ず
、
そ
の
性
格
に
同
情
が
も
て
ず
、
女
を
追
ひ
出
す
と
は
不
都
合
な
り
、
ど
う

し
て
、
あ
ゝ
酒
ば
か
り
飲
ん
で
ゐ
る
の
か
、
扨
て
は
、
資
本
主
義
的
な
る
は
時
代
遅
れ
な
り
云
々
な
ど
ゝ
、
さ

も
、
自
分
の
子
供
か
友
人
に
対
し
て
ゞ
も
云
ふ
や
う
な
こ
と
を
云
つ
て
、
そ
れ
を
今
度
は
、
作
者
に
持
つ
て
行

4一言二言三言



き
、
此
の
作
者
は
ま
だ
人
間
的
修
養
が
足
ら
ず
、
風
格
が
出
来
て
ゐ
ず
、
オ
ツ
チ
ヨ
コ
チ
ヨ
イ
な
る
べ
し
な
ど
ゝ

罵
倒
す
。

　
一
寸
、
こ
れ
、
困
り
た
る
も
の
な
り
。

　
な
る
ほ
ど
、
作
品
を
通
じ
て
、
作
者
の
一
面
を
窺
ひ
得
る
こ
と
は
事
実
な
り
。
作
品
種
篇
を
通
じ
て
、
作
者

の
面
影
を
、
ほ
ゞ
察
し
得
る
こ
と
は
事
実
な
り
。

　
而
も
、
作
中
の
人
物
と
、
作
者
そ
の
人
と
は
自
ら
区
別
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
全
然
正
反
対
の
性
格
、
気
質
、

趣
味
を
備
へ
た
る
場
合
な
か
な
か
多
し
。
作
中
の
人
物
を
通
し
て
作
者
そ
の
人
を
知
る
は
、
た
ゞ
、
そ
の
作
中

の
人
物
が
、
如
何
に
観
ら
れ
、
如
何
に
取
扱
は
れ
、
如
何
に
描
か
れ
て
在
る
か
を
知
り
た
る
上
、
か
く
観
、
か

く
取
扱
ひ
、
か
く
描
く
処
の
作
者
と
は
果
し
て
、
如
何
な
る
「
人
間
」
な
ら
ん
か
と
一
考
し
た
る
上
な
り
。

　
し
か
も
、
そ
れ
を
以
て
、
直
ち
に
、
作
者
の
「
全
人
格
」
を
早
断
す
る
は
当
ら
ず
。
ま
し
て
、
作
者
の
「
道

徳
」
を
批
判
す
る
は
当
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
世
に
も
唾
棄
す
べ
き
「
人
物
」
を
描
い
て
、
作
者
は
、
何
等
之

に
「
道
徳
的
批
判
」
を
加
へ
ざ
る
の
み
か
、
そ
の
人
物
の
行
動
に
一
種
の
「
魅
力
」
を
さ
へ
与
へ
ん
と
せ
る
が

如
き
場
合
、
之
を
以
て
、
直
ち
に
、
作
者
が
、
此
の
人
物
に
好
意
と
同
情
を
も
ち
、
此
の
人
物
の
行
動
を
是
認

せ
り
と
思
ふ
は
誤
り
な
れ
ば
な
り
。
作
者
は
、
此
の
人
物
を
、
単
に
「
芸
術
家
と
し
て
」
観
う
れ
ば
な
り
。
描

き
う
れ
ば
な
り
。

　
日
本
近
来
の
批
評
家
、
動
も
す
れ
ば
、
此
の
消
息
を
忘
れ
て
、
芸
術
的
作
品
を
、
よ
り
多
く
、
人
間
的
交
渉

の
上
に
立
ち
て
論
じ
、
芸
術
家
を
、
よ
り
多
く
社
会
的
見
地
よ
り
月
旦
せ
ん
と
す
る
風
あ
る
が
為
め
に
、
創
作
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は
日
を
追
ふ
て
生
彩
と
香
気
を
喪
失
し
、
自
己
弁
護
的
調
子
と
道
学
者
流
臭
味
と
を
盛
ら
ざ
れ
ば
小
説
に
非
ず
、

戯
曲
に
あ
ら
ず
と
思
惟
す
る
に
至
れ
り
。

　
芸
術
的
作
品
は
、
た
ゞ
、
芸
術
的
で
あ
れ
ば
よ
し
、
作
家
は
、
そ
の
中
に
て
、
た
ゞ
、
優
れ
た
る
芸
術
家
で

あ
れ
ば
よ
し
、
そ
れ
が
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
こ
と
さ
へ
、
誰
に
で
も
出
来
る
こ
と
で
は
な
き
な
り
。

　
芸
術
的
で
あ
る
こ
と
と
は
如
何
。

　
芸
術
家
で
あ
る
こ
と
ゝ
は
如
何
。

　
面
白
き
問
題
な
り
。

　
諸
君
、
今
、
新
た
に
、
之
を
論
ず
る
の
勇
気
あ
り
や
。
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